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置換水準（TFR=2.1） 
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国 (TFR) 国 (TFR) 国 (TFR) 

アイスランド (2.22) カナダ  (1.66) スロバキア (1.41) 

ニュージーランド (2.14) エストニア (1.63) イタリア (1.41) 

アイルランド (2.07) ルクセンブルク (1.59) スペイン (1.40) 

アメリカ (2.01) スロベニア (1.53) ポーランド (1.40) 

フランス (1.99) ギリシア (1.53) オーストリー (1.39) 

ノルウェー (1.98) スイス (1.50) 日本 (1.37) 

スウェーデン (1.94) チェコ (1.49) ドイツ (1.36) 

イギリス (1.94) ブルガリア (1.48)  ルーマニア (1.35) 

オーストラリア (1.90) クロアチア (1.47) ハンガリー (1.33) 

フィンランド (1.86) リトアニア (1.47) ポルトガル (1.32) 

デンマーク (1.84) キプロス (1.46) 韓国 (1.15) 

ベルギー (1.83) ラトビア (1.44) 台湾 (1.03) 

オランダ (1.79) マルタ (1.43) 

2009年の合計出生率 (OECD Family Database) 

東アジア 東欧・旧ソ連圏 南欧 ドイツ語圏 北西欧・英語圏 



（2010年） 
順位 国 （歳） 

1 日本 44.7 

2 ドイツ 44.3 

3 イタリア 43.2 

4 チャンネル諸島 42.6 

5 フィンランド 42.0 

6 香港 41.8 

7 オーストリー 41.8 

8 スロベニア 41.7 

9 ブルガリア 41.6 

10 クロアチア 41.5 

（2050年） 
順位 国 （歳） 

1 ボスニア＝ヘルツェゴビナ 44.7 

2 日本 44.3 

3 ポルトガル 43.2 

4 キューバ 42.6 

5 韓国 42.0 

6 マカオ 41.8 

7 シンガポール 41.8 

8 オランダ領アンティル 41.7 

9 香港 41.6 

10 マルタ 41.5 

人口の中央年齢 (UN, World Population Prospects 2010) 

東アジア 東欧・旧ソ連圏 南欧 ドイツ語圏 北西欧・英語圏 



先進国における置換水準以下への出生力低下 

・新経済と若年労働市場の悪化 
 
・子の直接費用の上昇 
 
・女性の労働力参加と機会費用 



家族パターンと出生力低下 

・親子紐帯の強さ 
  離家のタイミング、母親の育児役割、 
  教育費等の負担者 
  
・ジェンダー関係 
 伝統的性役割、夫の家事・育児参加、 
 家族親和的な職場環境、両立可能性 
 
・結婚と出産の結合 
 同棲・婚外出生の普及 



家族パターンと出生力低下 

社 会 経 済 的 変 化 

出生率 

北西欧的 
家族パターン 

南欧的 
家族パターン 

日本的 
家族パターン 

儒教的 
家族パターン 



親子関係の型から見た家族パターン 
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出生性比（女児100に対し男児） 
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女子の労働力率 (2005年) 
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ジェンダー平等と出生力（2005年） 

UNDP (2005), OCED Family Database 
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婚外出生割合と出生力（2008年） 

OCED Family Database 



出生促進策への転換 

国 置換水準 
到達 

出生促進策 
採択 

年数 合計出生率
（年） 

日本 1973年 1990年 17年 1.57(1989) 

韓国 1984年 2004年 20年 1.17(2002) 

台湾 1984年 2006年 22年 1.24(2003) 



各国の出生促進策 

国 年 出生促進策 

日本 1994年 エンゼルプラン 

1999年 新エンゼルプラン 

2004年 子ども・子育て応援プラン 

2010年 子ども・子育てビジョン 

韓国 2006年 第一次低出産・高齢社会基本計画 

2010年 第二次低出産・高齢社会基本計画 

台湾 2008年 人口政策白書 



2005年家族政策支出の対GDP比  
(OECD Society at a Glance 2009) 
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